
町長

町長

地域づくり補助金の対象事業を拡大した

自主防災組織の充実を

尾作　武夫　議員（自民清風会）

建
設
事
業
の
執
行
方
針
を
問
う

小
池　

信
一
郎　

議
員
（
自
民
瑞
山
会
）

町
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
つ
い
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
施
策
を

　
　
　

着
実
に
進
め
て
い
く

大
坪　

国
広　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

防災機能の向上と防災体制の
　　　　　　　　確立に努めていく

学校施設の防災機能向上と、防災無線の
音声自動応答サービスの実施について問う

小川　龍美　議員（公明党）

質
問　

福
島
第
一
原
発
事

故
は
、
日
本
と
世
界
の

人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
、
原
発
の
危
険
性
に
係

る
深
刻
な
問
題
点
を
、
事

実
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し

た
。
そ
こ
で
、
次
の
４
点

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

問　
　

原
発
推
進
か
ら
の

撤
退
に
つ
い
て
見
解
は
。

町
長　

各
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

長
所
と
短
所
が
あ
る
。
冷

静
に
、
国
の
将
来
を
見
据

え
た
議
論
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

問　
　

公
共
施
設
な
ど
へ

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
・
促
進
に
対
す
る
取
り

組
み
の
強
化
に
つ
い
て
。

町
長　

公
共
施
設
建
設
や

改
修
の
際
の
太
陽
光

発
電
と
天
水
利
用
、

壁
面
緑
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
と
共

に
、
節
電
対
策
を
進

め
て
い
く
。

問　
　

低
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

町
長　

町
が
で
き
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
施
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問　
　

環
境
を
視
野
に
入

れ
た
地
元
企
業
の
仕
事
お

こ
し
に
つ
い
て
。

町
長　

大
企
業
の
よ
う
に

研
究
開
発
力
を
持
つ
も
の

は
少
な
く
、
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
に
挑
戦
し
、
転
換
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。

町
長

受
注
拡
大
に
町
内
企
業
の

　

更
な
る
努
力
を
期
待
す
る

質
問　

公
共
工
事
は
社
会

資
本
の
整
備
が
目
的
で
あ

る
一
方
、
地
域
経
済
振
興

と
雇
用
の
安
定
確
保
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

町
は
現
在
、
公
共
施
設
の

整
備
拡
充
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
が
地
元
業
者
に

よ
る
施
工
は
少
な
く
、
そ

の
役
割
が
充
分
で
は
な
い
。

町
は
経
済
の
活
性
化
と
町

民
生
活
の
安
定
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、
長
期
不
況

で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地

元
建
設
業
の
受
注
機
会
を

拡
大
し
地
域
還
流
の
促
進

に
効
果
的
な
発
注
施

策
に
取
り
組
む
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
建

設
事
業
の
執
行
方
針

を
町
長
に
伺
う
。

町
長　

地
元
企
業
の

受
注
機
会
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、
案
件
ご

と
に
工
事
分
離
発
注

を
検
討
し
、
地
元
へ

の
貢
献
性
を
視
野
に

入
れ
た
基
準
に
従
っ

て
優
先
指
名
し
て
い

る
。
22
年
度
の
１
千

万
円
未
満
の
工
事
で
は
、

町
内
業
者
の
受
注
率
は
約

６
割
を
占
め
て
い
る
。

　

大
型
工
事
で
は
、
企
業

の
資
本
力
・
技
術
力
・
監

督
員
の
配
置
な
ど
の
条
件

を
満
た
さ
な
い
場
合
も
あ

る
が
、
公
正
な
競
争
の
も

と
で
、
受
注
拡
大
に
町
内

企
業
の
更
な
る
努
力
を
期

待
し
て
い
る
。

一般質問　町政を問う

町道25号線の舗装工事（箱根ケ崎地区）

町
長　

現
段
階
で
の

導
入
は
業
種
間
の
公

平
性
維
持
な
ど
課
題

が
多
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

小
規
模
工
事
契
約
希

望
者
登
録
制
度
の
導

入
を
。

町
長　

関
連
法
令
の

改
正
を
受
け
、
計
画

の
取
り
ま
と
め
を
町

の
審
議
会
に
お
願
い

し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

第
５
期
介
護
保
険
制

度
へ
の
取
り
組
み
は
。

リサイクルプラザの太陽光発電システム

東長岡町の避難訓練の様子

質
問　

大
規
模
地
震
等
、

災
害
発
生
時
に
は
学
校
施

設
が
避
難
所
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
地
震
を
経
験
し
た

自
治
体
の
デ
ー
タ
か
ら
、

避
難
所
と
し
て
利
用
す
る

際
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

い
ざ
と
い
う
時
、
十
分
機

能
で
き
る
よ
う
、
学
校
施

設
の
防
災
機
能
向
上
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た

以
前
か
ら
、
防
災
無
線
が

聞
こ
え
な
い
等
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
電
話

で
放
送
の
内
容
を
聞
く
事

が
で
き
る
「
防
災
無
線
自

動
音
声
応
答

サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
。

町
長　

学
校

施
設
を
避
難

所
と
し
て
機

能
さ
せ
る
場

合
に
は
、
上

下
水
道
、
電

気
、
食
料
な

ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
な
ら

び
に
情
報
伝

達
手
段
の
確

保
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
時
に
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
多

く
の
避
難
者
の
円
滑
な
誘

導
と
健
康
管
理
体
制
な
ど
、

多
様
な
課
題
に
対
処
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
対
応

能
力
を
見
極
め
て
進
め
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ

ス
や
携
帯
サ
イ
ト
の
活
用

な
ど
複
数
の
ア
ク
セ
ス
手

段
を
構
築
し
、
検
討
を
急

ぎ
た
い
。

　

今
後
も
、
防
災
機
能
の

向
上
と
防
災
体
制
の
確
立

に
努
め
て
い
く
。

質
問　

住
民

が
住
み
つ
づ

け
て
い
く
中

で
災
害
が
発

生
し
た
時
、

被
っ
た
災
害

は
自
分
た
ち

で
処
理
す
る
。

「
火
が
で
た

ら
消
す
」
と

い
う
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
大

災
害
時
に
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

分
か
ら
な
い
。
災
害
に
対

し
自
分
た
ち
で
立
ち
向
か

え
る
よ
う
な
地
域
力
が
備

わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
自
主
防
災
組
織
の

充
実
に
行
政
が
物
心
両
面

か
ら
支
援
を
す
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
は
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
や
防
災
訓
練

に
お
い
て
自
主
防
災
組
織

主
導
の
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
21
年
２
月
に

は
、
防
災
組
織
の
総
合
力

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

瑞
穂
町
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
主
防
災
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
づ

く
り
補
助
金
の
対
象
事
業

を
拡
大
し
、
資
機
材
な
ど

の
購
入
助
成
を
加
え
て
い

る
。
し
か
し
、
何
よ
り
必

要
な
の
は
、
各
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興
で
あ

る
。
そ
の
形
成
に
、
職
員

が
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う

な
仕
組
づ
く
り
を
進
め
た

い
。

第五小学校校庭に設置されている備蓄倉庫


